
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

令和８年夏の開館に向けて、引き続き開館準備を進めていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

開館後の来館者数や、来館者アンケートにより得た結果を指標とする。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

80

↓

アウトカム
成果指標1

読書への関心が深まった子どもの割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

70,000

人工

指標

アウトプット
活動指標1

こども本の森札幌・北大の来館者数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

3 人工

令和7年度予算額 33,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 3

正規職員業務量 3 人工

令和6年度決算額 11,255 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 13,213 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

令和８年夏の開館後、こども本の森札幌・北大への来館によって読書への興味・関心を深め、子どもの自主的な読書活動を推
進する。

他都市の状況

大阪府大阪市（令和２年７月開館）、岩手県遠野市（令和３年７月開館）、兵庫県神戸市（令和４年３月開館）、熊本県（令和６年
４月開館）、愛媛県松山市（令和７年７月開館）において「こども本の森」が運営されている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和５年１１月に安藤忠雄建築研究所、北海道大学、札幌市の三者は子ども向け図書施設「（仮称）こども本の森」に係る基本
合意書を締結し、札幌市は本施設を運営することを定めた。
子どもの読書活動の状況としては、特に小学校から中学校への進学にかけて不読率が大幅に増加するなど、学齢期における
読書離れが課題となっているところ。
子どもたちが主体的に読書に対する興味・関心を持てる環境を用意し、自主的な読書活動を推進するために、学齢期の小学生
及び中学生を主な対象とした図書館としてこども本の森札幌・北大を設置する。

事業内容
（何を実施し）

①「（仮称）こども本の森」基本方針策定
パブリックコメント・キッズコメントを実施し、「（仮称）こども本の森」基本方針を策定した。パブリックコメント３９件、キッズコメント
１，０８０件の意見が集まった。
②他都市図書施設の視察
「こども本の森　中之島」（大阪市）「こども本の森　神戸」「こども本の森　熊本」をはじめ、７都市８施設を視察した。
③「（仮称）こども本の森」開設準備支援業務
「（仮称）こども本の森」について、これまで進めてきたコンセプトやサービス・機能、運営内容などの検討結果を踏まえ、具体的
な選書コンセプトや配架計画などを検討した。

事業名 こども本の森開設準備費

評価担当課 所   属 教）中央図書館　運営企画課 電話番号 011-512-7330

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70303


